
 

 

 

 

 

１９４５年８月６日、米軍による原子力爆弾が広島に投下され今年で７８年が過ぎました。原爆により

一瞬で広島の街は破壊され多くの人が犠牲になり、被ばくによって人体の影響に今もなお苦しめられてい

る皆さんを忘れてはなりません。 

６月の広島サミットで、被爆の実相に触れたＧ７首脳は「世界が核戦力強化」「核軍縮の最終的廃絶」

の２つの分かれ道から「核軍縮の最終的廃絶」を選びました。何を思い何をもって芳名録に決意を記した

のか、極めて歴史的であり重いものです。 

 

 

一方、ロシアのウクライナ侵攻から１年半が経とう 

としている今も、解決の兆しも見えないばかりか核兵 

器の使用が一気に現実味を帯びてきています。 

２０１７年７月に国連で採択された「核兵器禁止条 

約」に、日本は未だに批准していません。５年たって 

も核兵器禁止条約に言及しない日本政府の消極的姿勢 

は変わっていません。積極的に核兵器禁止条約の締約 

国になること、１１月の締約国会議にオブザーバーと 

して参加すること、唯一の原爆被爆国・日本がまずや 

ることではないでしょうか。 

核兵器では何も解決しません。テロにも戦争にも反 

対、被害者にも加害者にもならないため、日本が世界 

に誇れる「憲法９条（戦争の放棄）」の重みを受け止め 

て行動していきましょう！ 
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